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3 第一章 運命と意思

フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
号

１

陽
が
落
ち
て
ゆ
く
。

ア
ル
・
マ
ク
ダ
エ
ル
は
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
号
の
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン

グ
シ
ー
ト
に
深
く
身
を
沈
め
る
と
、
白
髪
ま
じ
り
の
頭
を
窓
枠

に
も
た
せ
か
け
た
。

夕
陽
は
疲
れ
を
知
ら
ぬ
コ
ー
ク
ス
の
よ
う
に
赤
々
と
燃
え
、

落
ち
て
な
お
鮮
烈
な
光
を
投
げ
か
け
る
。

そ
れ
は
ま
た
世
界
屈
指
の
特
殊
鋼
メ
ー
カ
ー
『
Ｍ
Ｉ
Ｇ
』
の

長
と
し
て
、
火
の
よ
う
に
駆
け
抜
け
て
き
た
ア
ル
・
マ
ク
ダ
エ

ル
の
最
後
の
輝
き
で
も
あ
っ
た
。

Ｕ
Ｓ
Ｔ
歴
（
世
界
標
準
時
間
）、
二
〇
〇
年
八
月
二
十
五

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
ム

日
。宇

宙
船
《
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
号
》
は
巡
航
高
度
に
達
す
る
と
、

銀
色
の
両
翼
を
広
げ
、
黄
昏
の
空
を
大
き
く
旋
回
し
た
。

有
翼
の
女
神
の
よ
う
に
優
美
な
フ
ォ
ル
ム
と
最
新
の
恒
星
間

航
行
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
号
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｇ
（
マ

ミ

グ

ク
ダ
エ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
グ
ル
ー
プ
）
の
創
業
者
一

族
が
代
々
所
有
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
だ
。
そ
の
推
進

装
置
に
は
、
宇
宙
文
明
の
根
幹
を
な
す
新
元
素
《
ニ
ム
ロ
デ
ィ

ウ
ム
》
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
Ｍ
Ｉ
Ｇ
の
卓
越
し
た
技
術
を

象
徴
す
る
。

銀
色
の
機
体
に
は
、
苛
烈
な
宇
宙
開
発
競
争
を
生
き
抜
い
て

き
た
マ
ク
ダ
エ
ル
家
の
家
訓
『Fortes

fortuna
adjuvat

（
運

フ
ォ
ル
テ
ス

フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ

ア
ド
ユ
ヴ
ァ
ト

は
勇
敢
な
者
た
ち
を
助
け
る
）
』
と
刻
ま
れ
、
受
難
の
戦
士
に

1

福
音
を
告
げ
る
。

だ
が
、
伸
る
か
反
る
か
は
己
次
第
。
機
会
は
与
え
て
も
、
勝

利
は
約
束
せ
ぬ
。
こ
の
世
に
幸
運
も
不
運
も
な
く
、
運
命
は
た

だ
試
す
だ
け
だ
。

そ
し
て
現
在
、
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
号
を
所
有
す
る
の
は
、
Ｍ
Ｉ

Ｇ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
社
の
最
高
経
営
責
任
者
に
し
て
、
稀
代

の
事
業
家
と
名
高
い
ア
ル
・
マ
ク
ダ
エ
ル
だ
。

こ
の
五
月
で
六
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ア
ル
は
、
人
懐
こ

そ
う
な
黒
い
瞳
が
印
象
的
な
紳
士
だ
。
顔
は
丸
く
、
眉
は
八
の

字
に
垂
れ
下
が
り
、
タ
ヌ
キ
の
よ
う
に
と
ぼ
け
た
風
貌
は
厳
し

い
交
渉
の
場
で
も
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。

祖
父
ノ
ア
・
マ
ク
ダ
エ
ル
が
興
し
た
特
殊
鋼
メ
ー
カ
ー
『
Ｍ
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Ｉ
Ｇ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
社
』
を
三
十
五
歳
の
若
さ
で
引
き
継

ぎ
、
五
歳
年
上
の
姉
ダ
ナ
・
マ
ク
ダ
エ
ル
と
共
に
グ
ル
ー
プ
を

統
率
し
て
き
た
。
指
導
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
企
画
、
戦
略
、

管
理
、
実
践
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
卓
越
し
、
ぼ
ん
く
ら
と
し
た
世

襲
社
長
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
程
遠
い
。
就
任
以
来
、
一
度
も
赤

字
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
く
、
ラ
イ
バ
ル
企
業
で
さ
え
そ
の
手

腕
に
一
目
置
く
ほ
ど
だ
。

二
十
年
前
に
は
長
年
の
研
究
開
発
の
成
果
で
あ
る
ニ
ム
ロ
イ

ド
新
合
金
「
Ｎ
Ｍ
ー
Ｎ
ｕ
」
を
市
場
に
送
り
出
し
、
Ｍ
Ｉ
Ｇ
イ

エ
ヌ
エ
ム

ニ
ユ
ー

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
社
を
世
界
で
五
指
に
入
る
特
殊
鋼
メ
ー
カ
ー

に
押
し
上
げ
た
。
今
や
Ｍ
Ｉ
Ｇ
の
関
連
企
業
は
六
十
社
を
超
え
、

そ
の
市
場
は
宇
宙
植
民
地
の
隅
々
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

だ
が
、
ア
ル
に
と
っ
て
世
間
の
賞
賛
は
無
意
味
だ
。

そ
の
目
は
常
に
海
の
星
ア
ス
テ
リ
ア
に
注
が
れ
て
い
る
。

水
深
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
深
海
底
に
広
が
る
海
台
ク
ラ
ス

ト
。
そ
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
こ
そ
世
界
を
変
え
る
。

Ｎ
Ｍ
ー
Ｎ
ｕ
の
成
功
も
、
経
営
者
と
し
て
の
名
声
も
、
全
て
は

エ
ヌ
エ
ム

ニ
ユ
ー

こ
れ
を
採
掘
す
る
為
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
絶
対
不
可
能
と
言

わ
れ
た
海
底
鉱
物
資
源
の
採
掘
を
成
し
遂
げ
て
初
め
て
、
ア
ル

の
人
生
も
報
わ
れ
る
。

「
悪
を
も
て
悪
に
報
い
ず
、
凡
て
の
人
の
ま
え
に
善
か
ら
ん
こ

す
べ

と
を
は
か
り
、
汝
ら
の
為
し
得
る
限
り
つ
と
め
て
凡
て
の
人
と

す
べ

相
和
ら
げ
。
愛
す
る
者
よ
、
自
ら
復
讐
す
な
。
た
だ
神
の
怒
り

に
任
せ
ま
つ
れ
。
録
し
て
主
い
い
給
う
、
復
讐
す
る
は
我
に
あ

し
る

り
、
我
こ
れ
に
報
い
ん
」
の
言
葉
通
り
に
。

2

二
世
紀
前
。A

nno
D

om
ini

（
西
暦
）
の
末
期
。

ア
ン
ノ

ド

ミ

ニ

み
な
み
の
う
お
座
に
向
け
て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
無
人
惑
星
探

査
機
パ
イ
シ
ー
ズ
が
、《
ネ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
》
と
呼
ば
れ
る
赤
茶
け

た
惑
星
か
ら
一
つ
の
鉱
石
を
持
ち
帰
っ
た
。
程
な
く
未
知
の
金

属
元
素
が
検
出
さ
れ
、
発
見
場
所
の
ニ
ム
ロ
デ
平
原
に
ち
な
ん

で
《
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
》
と
名
付
け
ら
れ
た
。

ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
は
、
鉄
や
銅
と
い
っ
た
コ
モ
ン
メ
タ
ル
に

微
量
に
添
加
す
る
と
、
有
害
な
宇
宙
線
の
遮
蔽
能
力
が
格
段
に

向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
絶
対
不
可
能
と
言
わ
れ
た
恒

星
間
航
行
の
推
進
装
置
や
居
住
施
設
の
建
造
が
可
能
に
な
り
、

ス
ペ
ー
ス
コ
ロ
ニ
ー

宇
宙
進
出
の
気
運
も
一
気
に
高
ま
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
、
惑
星
ネ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
の
鉱
物
資
源
開
発
に
乗

り
出
し
た
の
が
多
国
籍
企
業
グ
ル
ー
プ
『
ト
リ
ア
ド
・
ユ
ニ
オ

ン
』
だ
。
代
表
会
議
の
場
に
幾
つ
も
の
三
色
旗
が
並
ん
だ
こ
と

か
ら
、
当
初
は
「
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
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い
た
が
、
出
資
者
の
増
加
に
伴
い
、『
ト
リ
ア
ド
・
ユ
ニ
オ
ン
』

に
名
称
を
改
め
た
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
聖
な
る
力
と
バ
ラ
ン

ス
を
表
す
三
叉
矛
で
あ
る
。

ト
ラ
イ
デ
ン
ト

ト
リ
ア
ド
・
ユ
ニ
オ
ン
の
他
に
も
、
幾
多
の
企
業
が
ネ
ン
ブ

ロ
ッ
ト
進
出
を
目
論
ん
だ
が
、
ト
リ
ア
ド
・
ユ
ニ
オ
ン
に
決
定

的
な
優
位
を
も
た
ら
し
た
の
が
《
ニ
ム
ロ
デ
鉱
山
》
の
発
見
だ
。

ニ
ム
ロ
デ
鉱
山
は
、
惑
星
ネ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
の
赤
道
直
下
に
位

置
す
る
底
面
積
一
六
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
楯
状

火
山
だ
。
数
億
年
に
わ
た
っ
て
、
幾
度
と
な
く
噴
火
を
繰
り
返

し
、
山
頂
の
カ
ル
デ
ラ
は
長
径
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
標
高
は

二
万
五
千
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。

椀
状
に
広
が
る
山
体
の
地
下
に
は
、
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
含
有

率
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
《
ニ
ム
ロ
イ
ド
鉱
石
》
の
大
鉱

床
が
広
が
り
、
一
攫
千
金
を
狙
う
採
鉱
者
が
次
々
に
乗
り
込
ん

マ

イ

ナ

ー

だ
が
、
ア
ダ
マ
ン
ト
の
よ
う
な
岩
盤
に
阻
ま
れ
、
採
掘
は
困
難

3

を
極
め
た
。

あ
ま
た
の
業
者
が
つ
る
は
し
を
折
る
中
、
当
時
は
ま
だ
高
級

、
、
、
、

鋼
材
だ
っ
た
ニ
ム
ロ
イ
ド
合
金
の
ド
リ
ル
ピ
ッ
ト
を
駆
使
し
て

強
固
な
岩
盤
を
掘
り
抜
き
、
地
下
の
大
鉱
床
を
い
ち
早
く
手
中

に
収
め
た
の
が
、
ト
リ
ア
ド
・
ユ
ニ
オ
ン
傘
下
の
鉱
山
会
社

《
フ
ァ
ル
コ
ン
・
マ
イ
ニ
ン
グ
社
》
だ
。

フ
ァ
ル
コ
ン
・
マ
イ
ニ
ン
グ
社
は
、
宇
宙
鉱
業
法
が
改
定
さ

れ
る
以
前
の
『
先
願
主
義
』
に
乗
じ
て
、
ニ
ム
ロ
デ
鉱
山
の
鉱

4

業
権
を
取
得
す
る
と
、
瞬
く
間
に
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
市
場
を
独

占
し
、
採
鉱
か
ら
販
売
に
至
る
ま
で
、
絶
対
的
な
影
響
力
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
系
列
会
社
で
あ
る
フ
ァ
ル
コ
ン
・
ス
チ
ー
ル
社
が
ニ
ム

ロ
デ
鉱
山
の
近
く
に
新
工
場
を
建
設
し
、
ニ
ム
ロ
イ
ド
合
金
の

大
量
生
産
が
可
能
に
な
る
と
、
宇
宙
航
空
、
建
設
、
恒
星
間
通

信
な
ど
、
宇
宙
文
明
を
支
え
る
技
術
も
著
し
く
向
上
し
、
本
格

的
な
宇
宙
植
民
時
代
が
幕
開
け
た
。

こ
れ
を
機
に
Ｕ
Ｓ
Ｔ
歴
（
世
界
標
準
時
間
）
が
導
入
さ
れ
、

人
類
は
宇
宙
に
向
か
っ
て
爆
発
的
に
領
土
を
広
げ
た
の
で
あ
る
。

２

今
、
ア
ル
の
眼
下
に
は
、
繁
栄
を
極
め
る
《
惑
星
ト
リ
ヴ
ィ

ア
》
の
工
業
地
帯
が
銀
の
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
。

約
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
広
大
な
ベ
ル
ト
地
帯
に
は
、

最
新
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
た
製
鉄
所
、
化
学
プ
ラ
ン

ト
、
組
み
立
て
工
場
な
ど
が
建
ち
並
び
、
世
界
中
に
工
業
製
品

を
送
り
出
し
て
い
る
。
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ト
リ
ヴ
ィ
ア
は
、
ネ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
開
発
に
伴
っ
て
開
け
た
、

世
界
最
大
の
宇
宙
植
民
地
だ
。
政
治
的
に
は
『
自
治
領
』
に
区

分
さ
れ
、
二
院
制
か
ら
な
る
高
度
な
自
治
を
行
っ
て
い
る
。

み
な
み
の
う
お
座
星
域
を
表
す
《
Ｐ
Ａ
Ｓ
第
６
恒
星
系
》
の

パ

ス

第
３
軌
道
を
周
回
し
、
直
径
は
約
一
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
都
市

部
の
大
半
は
東
半
球
の
中
緯
度
に
集
中
し
、
地
熱
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
ー
が
作
動
す
る
総
面
積
約
二
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
領
内

に
八
〇
〇
〇
万
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

大
気
の
安
定
し
た
岩
石
型
惑
星
で
、
多
く
の
宇
宙
航
路
が
行

き
交
う
利
便
性
を
活
か
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｔ
歴
元
年
、
貿
易
中
継
基
地

と
し
て
開
か
れ
た
。
名
前
の
由
来
は
ラ
テ
ン
語
の
『
三
叉
路
』

t
r

i
v

i
u

m

だ
が
、
暗
に
開
発
を
主
導
し
た
ト
リ
ア
ド
・
ユ
ニ
オ
ン
を
指
す

と
言
わ
れ
て
い
る
。

開
発
当
初
は
、
輸
送
、
修
理
、
補
給
、
宿
泊
と
い
っ
た
サ
ー

ビ
ス
業
が
中
心
だ
っ
た
が
、
産
業
基
盤
の
整
備
が
進
み
、
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
や
工
場
が
次
々
に
建
設
さ
れ
る
と
、
世
界
の
工
業
基

地
と
し
て
の
役
割
を
一
手
に
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、
一

世
紀
半
に
わ
た
り
、
高
品
質
な
工
業
製
品
や
工
業
用
原
料
を
輸

出
し
、
今
で
は
《
ス
テ
ラ
マ
リ
ス
》
と
呼
ば
れ
る
人
類
の
母
星

を
は
る
か
に
凌
ぐ
生
産
力
を
誇
っ
て
い
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｇ
の
前
進
で
あ
る
『
マ
ク
ダ
エ
ル
特
殊
鋼
』
が
フ
ァ
ル

コ
ン
・
ス
チ
ー
ル
社
と
提
携
し
て
ト
リ
ヴ
ィ
ア
に
進
出
し
た
の

は
Ｕ
Ｓ
Ｔ
歴
四
〇
年
代
だ
。

元
々
は
合
金
設
計
を
得
意
と
す
る
中
堅
の
特
殊
鋼
メ
ー
カ
ー

だ
っ
た
が
、
卓
越
し
た
技
術
を
見
込
ま
れ
、
フ
ァ
ル
コ
ン
・
ス

チ
ー
ル
社
と
共
同
で
ニ
ム
ロ
イ
ド
合
金
の
製
造
に
携
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
フ
ァ
ル
コ
ン
・
ス
チ
ー
ル
社
が
高
品
質
な
ニ
ム
ロ

イ
ド
合
金
の
大
量
生
産
を
可
能
に
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
マ
ク

ダ
エ
ル
特
殊
鋼
の
お
陰
で
あ
る
。

Ｕ
Ｓ
Ｔ
歴
九
〇
年
、
ト
リ
ヴ
ィ
ア
が
自
治
権
を
獲
得
し
、
同

じ
《
Ｐ
Ａ
Ｓ
第
６
恒
星
系
》
の
第
４
軌
道
を
周
回
す
る
惑
星
ネ

ン
ブ
ロ
ッ
ト
が
『
属
領
』
と
し
て
取
り
込
ま
れ
る
と
、
フ
ァ
ル

テ
リ
ト
リ
ー

コ
ン
・
マ
イ
ニ
ン
グ
社
は
政
財
界
の
中
枢
に
い
っ
そ
う
深
く
入

り
込
み
、
鉱
業
行
政
の
み
な
ら
ず
、
経
済
政
策
、
外
交
、
メ
デ

ィ
ア
、
労
働
問
題
や
文
化
芸
能
に
到
る
ま
で
隠
然
た
る
影
響
力

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
金
属
資
源
ま
で
も
が
フ
ァ
ル
コ
ン
・
マ
イ

ニ
ン
グ
社
を
頂
点
と
す
る
企
業
連
合
の
支
配
下
に
お
か
れ
、
価

格
、
販
売
、
生
産
量
、
輸
送
経
路
、
全
て
に
お
い
て
マ
イ
ニ
ン

グ
社
の
意
向
に
左
右
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

わ
け
て
も
産
業
界
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
は
、

ハ
イ
テ
ク
産
業
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
も
い
う
べ
き
レ
ア
メ
タ
ル
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（
希
少
金
属
）
だ
。
レ
ア
メ
タ
ル
は
、
鉄
、
銅
、
亜
鉛
と
い
っ

た
コ
モ
ン
メ
タ
ル
に
微
量
に
添
加
す
る
こ
と
で
、
耐
熱
性
、
耐

食
性
、
強
磁
性
、
超
伝
導
性
と
い
っ
た
金
属
性
能
を
高
め
、
新

素
材
や
技
術
開
発
の
鍵
と
な
る
物
質
で
あ
る
。

だ
が
「
産
出
す
る
場
所
が
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
」「
純

金
の
よ
う
に
元
々
の
埋
蔵
量
が
少
な
い
」「
純
度
の
高
い
金
属
成

分
の
抽
出
が
非
常
に
難
し
く
、
複
雑
な
精
錬
プ
ロ
セ
ス
を
必
要

と
す
る
」
と
い
っ
た
理
由
か
ら
生
産
者
も
限
定
さ
れ
、
そ
の
安

定
供
給
に
は
常
に
政
治
問
題
が
つ
き
ま
と
う
。

と
り
わ
け
良
質
な
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
鉱
石
は
フ
ァ
ル
コ
ン
・

マ
イ
ニ
ン
グ
社
に
抑
え
ら
れ
、
生
産
量
も
市
場
価
格
も
意
の
ま

ま
だ
。
ト
リ
ヴ
ィ
ア
政
府
も
鉱
業
局
の
権
限
を
強
化
し
、
フ
ァ

ル
コ
ン
・
マ
イ
ニ
ン
グ
社
の
寡
占
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
が
、

鉱
業
局
の
高
官
ま
で
が
収
賄
に
手
を
染
め
、
業
界
の
浄
化
に
は

至
ら
な
い
。

価
値
観
の
違
い
か
ら
フ
ァ
ル
コ
ン
・
ス
チ
ー
ル
社
と
袂
を
分

か
ち
、
独
自
路
線
を
歩
み
始
め
た
マ
ク
ダ
エ
ル
特
殊
鋼
も
、
フ

ァ
ル
コ
ン
・
マ
イ
ニ
ン
グ
社
に
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
の
原
価
を
一

方
的
に
吊
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
フ
ァ
ル
コ
ン
・
ス
チ
ー
ル
社
に

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
供
給
を
幾
度
と
な
く
止
め
ら
れ
、
お
預
け
を

食
ら
う
犬
の
よ
う
に
翻
弄
さ
れ
て
き
た
。

か
と
い
っ
て
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
の
採
掘
に
は
地
下
深
く
掘
削

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
可
欠
で
、
何
の
実
績
も
な
い
企
業
が
真
似

で
き
る
ほ
ど
容
易
く
も
な
い
。
誰
も
が
フ
ァ
ル
コ
ン
・
マ
イ
ニ

ン
グ
社
に
強
い
不
満
を
抱
き
な
が
ら
も
、
正
面
か
ら
「
Ｎ
Ｏ
」

を
突
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
彼
ら
が
図
体
だ
け
で

な
く
、
世
界
屈
指
の
採
掘
技
術
と
生
産
力
を
誇
っ
て
い
る
か
ら

だ
。そ

ん
な
中
、
Ｕ
Ｓ
Ｔ
歴
九
十
二
年
か
ら
九
十
三
年
に
か
け
て
、

フ
ァ
ル
コ
ン
・
マ
イ
ニ
ン
グ
社
の
劣
悪
な
労
働
環
境
に
反
発
し
、

労
働
組
合
が
鉱
山
や
製
錬
所
で
大
規
模
な
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行

し
た
。
こ
の
運
動
は
長
期
化
し
た
上
に
、
暴
徒
が
工
場
や
倉
庫

に
放
火
し
て
、
輸
送
シ
ス
テ
ム
を
麻
痺
さ
せ
た
為
、
ニ
ム
ロ
デ

ィ
ウ
ム
の
み
な
ら
ず
、
他
の
金
属
資
源
の
供
給
に
も
著
し
い
支

障
を
き
た
し
た
。

そ
の
後
、
労
働
者
の
賃
上
げ
や
福
利
厚
生
の
充
実
、
鉱
業
法

の
見
直
し
や
監
督
機
関
の
強
化
と
い
っ
た
抜
本
的
な
施
策
が
行

わ
れ
、
と
り
あ
え
ず
事
態
は
沈
静
化
し
た
が
、
フ
ァ
ル
コ
ン
・

マ
イ
ニ
ン
グ
社
の
一
党
支
配
は
依
然
と
し
て
変
わ
ら
な
い
。

ニ
ム
ロ
デ
鉱
山
に
依
存
す
る
政
治
経
済
の
基
盤
の
脆
さ
を
改

め
て
認
識
し
た
ト
リ
ヴ
ィ
ア
政
府
は
、
九
十
三
年
半
ば
よ
り
自

主
探
鉱
政
策
の
一
環
と
し
て
惑
星
探
査
を
開
始
し
、
九
十
五
年
、
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Ｐ
Ａ
Ｓ
第
９
恒
星
系
の
第
３
軌
道
に
テ
ラ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
可
能

な
惑
星
を
発
見
し
た
。
惑
星
表
面
積
の
実
に
九
十
七
パ
ー
セ
ン

ト
が
海
洋
で
覆
わ
れ
た
水
の
惑
星
だ
。

こ
の
海
洋
惑
星
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
『
星
の
島
』
を
意
味
す

る
《
ア
ス
テ
リ
ア
》
と
名
付
け
ら
れ
、
人
工
衛
星
と
無
人
機
に

よ
る
精
査
が
開
始
さ
れ
た
。

海
水
に
は
ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
を
は
じ
め
、
マ
ン
ガ
ン
、
コ
バ

ル
ト
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
リ
チ
ウ
ム
、
ウ
ラ
ン
、
金
、
銀
、
レ
ニ
ウ

ム
な
ど
、
様
々
な
金
属
元
素
が
溶
け
込
み
、
海
底
の
泥
や
岩
石

に
も
大
量
に
堆
積
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
採
掘
す
る
の
は
決
し

て
容
易
で
は
な
い
。

理
由
の
一
つ
は
、
海
洋
に
関
す
る
知
識
、
技
術
、
人
材
の
圧

倒
的
な
不
足
で
あ
る
。

ニ
ム
ロ
デ
ィ
ウ
ム
の
実
用
化
に
よ
り
、
人
類
は
爆
発
的
な
勢

い
で
宇
宙
に
進
出
し
た
が
、
海
は
置
き
去
り
に
さ
れ
た
。
金
属

容
器
も
押
し
潰
す
深
海
の
超
高
圧
。
強
力
な
ラ
イ
ト
を
用
い
て

も
視
界
十
メ
ー
ト
ル
程
し
か
照
ら
せ
な
い
絶
対
的
な
闇
。
電
気

も
電
波
も
届
か
な
い
水
の
世
界
が
技
術
の
前
に
立
ち
は
だ
か
り
、

研
究
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。

海
底
地
形
を
精
査
す
る
に
も
、
数
十
名
の
乗
組
員
を
組
織
し

て
調
査
船
を
都
合
し
、
水
中
機
器
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
整
備
士
、

音
響
測
深
や
音
波
探
査
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
な
ど
を
総
動
員
せ
ね

ば
な
ら
ず
、
同
じ
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
も
、
地
上
と
深
海

で
は
掛
か
る
経
費
も
手
間
も
桁
違
い
だ
。

ま
た
、
ス
テ
ラ
マ
リ
ス
で
は
環
境
保
護
が
強
く
叫
ば
れ
、
産

業
界
が
よ
り
自
由
で
実
利
に
満
ち
た
宇
宙
開
発
に
ベ
ク
ト
ル
を

向
け
た
理
由
も
大
き
い
。
や
が
て
海
洋
科
学
に
投
入
さ
れ
る
予

算
も
、
学
問
自
体
も
縮
小
し
、
水
中
音
響
学
や
船
舶
工
学
な
ど

特
殊
技
能
を
有
す
る
人
材
も
激
減
し
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
商
業
的
に
採
算
の
取
れ
る
海
底
鉱
物
資
源

の
採
掘
シ
ス
テ
ム
は
未
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
数
世
紀
、
海
に
眠
る
未
曾
有
の
鉱
物
資
源
を
採
掘
す
る

為
に
、
国
や
企
業
が
こ
ぞ
っ
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

水
深
数
千
メ
ー
ト
ル
の
海
底
か
ら
有
用
な
鉱
物
資
源
だ
け
を
効

率
よ
く
揚
収
す
る
技
術
の
開
発
は
困
難
を
極
め
た
。

ま
ず
正
確
な
埋
蔵
量
を
把
握
す
る
為
の
海
洋
探
査
が
、
陸
上

の
鉱
物
探
査
に
比
べ
て
難
度
が
高
く
、
一
つ
の
海
域
を
調
べ
る

だ
け
で
も
莫
大
な
予
算
と
手
間
を
必
要
と
す
る
。
地
上
の
鉱
山

で
あ
れ
ば
、
観
測
衛
星
や
無
人
飛
行
機
を
使
っ
て
、
地
表
面
の

様
子
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
で
き
る
が
、
超
高
圧
と
暗
闇
に
閉
ざ
さ

れ
た
深
海
で
は
海
底
地
形
を
把
握
す
る
だ
け
で
も
一
苦
労
だ
。

水
中
機
器
の
開
発
費
だ
け
で
も
馬
鹿
に
な
ら
ず
、
そ
れ
を
支
え
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る
人
材
も
年
々
減
少
し
て
い
る
。

A
nno

D
om

ini

（
西
暦
）
の
後
期
に
は
幾
通
り
か
の
採
鉱
シ

ア

ン

ノ

ド

ミ

ニ

ス
テ
ム
も
考
案
さ
れ
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
に
よ
る
試
験
採
掘
も
行

わ
れ
た
が
、
安
全
で
効
率
的
な
手
法
を
確
立
す
る
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

ま
た
回
収
し
た
破
砕
物
か
ら
商
業
的
価
値
の
あ
る
金
属
成
分

を
抽
出
・
加
工
す
る
技
術
も
未
完
成
で
あ
り
、
ど
れ
ほ
ど
埋
蔵

量
が
莫
大
で
も
、
陸
上
の
鉱
山
業
を
は
る
か
に
凌
ぐ
経
済
効
率

を
達
成
で
き
な
け
れ
ば
、
海
底
資
源
の
有
用
性
は
き
わ
め
て
低

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

結
局
、
海
底
鉱
物
資
源
の
採
掘
に
必
要
な
何
十
億
も
の
初
期

投
資
と
、
そ
の
維
持
管
理
に
必
要
な
経
費
を
考
慮
す
れ
ば
、
ネ

ン
ブ
ロ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
供
給
地
と
の
外
交
を
強
化

し
、
技
術
協
力
や
資
金
援
助
を
通
じ
て
間
接
的
な
採
鉱
政
策
を

と
る
方
が
よ
り
現
実
的
と
の
判
断
か
ら
、
ト
リ
ヴ
ィ
ア
政
府
は

ア
ス
テ
リ
ア
の
海
洋
開
発
を
断
念
し
た
。

そ
し
て
、
発
見
か
ら
一
世
紀
以
上
経
っ
た
今
も
、
未
曾
有
の

海
底
鉱
物
資
源
は
誰
の
手
に
も
渡
る
こ
と
な
く
、
水
深
数
千
メ

ー
ト
ル
の
海
底
で
深
く
静
か
に
眠
り
続
け
て
い
る
。

も
し
、
そ
れ
を
掘
り
起
こ
せ
る
人
間
が
い
る
と
し
た
ら
、
ア

ル
・
マ
ク
ダ
エ
ル
を
お
い
て
他
に
な
か
っ
た
。

３

ア
ル
が
Ｍ
Ｉ
Ｇ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
社
を
継
い
だ
の
は
一
七

五
年
の
こ
と
だ
。
父
の
ヨ
シ
ュ
ア
が
七
十
歳
で
病
に
倒
れ
た
為
、

ア
ル
が
三
十
五
歳
で
社
長
に
就
任
、
五
歳
年
上
の
姉
ダ
ナ
が
Ｍ

Ｉ
Ｇ
執
行
委
員
会
の
会
長
に
就
任
し
た
。
だ
が
、
ア
ル
に
跡
取

り
と
し
て
の
帝
王
学
を
叩
き
込
ん
だ
の
は
、
父
よ
り
も
祖
父
ノ

ア
・
マ
ク
ダ
エ
ル
で
あ
る
。

こ
の
「
厳
め
し
い
お
祖
父
さ
ん
」
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｇ
会
長
兼
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
社
の
社
長
と
し
て
西
に
東
に
飛
び
回
る
多
忙
な

父
に
代
わ
り
、
や
れ
読
書
だ
、
化
学
だ
と
、
孫
二
人
の
英
才
教

ば
け
が
く

育
に
傾
注
し
た
。

祖
父
は
ア
ラ
ラ
ト
山
の
仙
人
み
た
い
に
面
痩
せ
、
膝
が
痛
む

と
杖
を
突
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ま
す
ま
す
浮
き
世
離
れ

し
て
見
え
た
。
若
い
頃
は
大
変
な
美
男
子
だ
っ
た
が
、
フ
ァ
ル

コ
ン
・
ス
チ
ー
ル
社
や
フ
ァ
ル
コ
ン
・
マ
イ
ニ
ン
グ
社
と
火
花

を
散
ら
す
う
ち
に
、
甘
や
か
な
マ
ス
ク
は
鉄
火
の
よ
う
に
険
し

く
な
り
、
豊
か
な
金
髪
は
四
十
半
ば
で
真
っ
白
に
な
っ
た
。
子

供
た
ち
に
は
優
し
か
っ
た
が
、
掃
除
を
さ
ぼ
っ
た
り
、
勉
強
を

手
抜
き
す
る
と
「
お
仕
置
き
部
屋
」
に
入
れ
ら
れ
、
難
し
い
本


